
データの一元管理・活用における “課題”を解決
データ統合

（クラウド完全移行）
データガバナンス
（データの取り扱いを統制）

データ活用
（ 推進）

 監査

種類の管理者操作ログを取得

改正電帳法対応

クラウドへの移行を円滑に実現し、
集約したサーバーを一元管理する
ための機能を提供

クラウドストレージに格納した様々な
データを利活用するための豊富な
機能を提供

データ活用の最大化とリスクの
最小化を実現するための高度な
機能を提供

データ・ファイルを効率的に管理

社内外問わず円滑なファイル共有
を実現

連携

拠点ごとにデータが散在して業務効率が悪い
サーバー管理にかかる工数が負担

組織の垣根を超えた協働をしたい
場所を問わない働き方を実現したい

情報漏洩・データ消去などの
セキュリティ面が心配

コールドストレージ
ウォームストレージ

大容量長期保存 バックアップ

※現在開発中もしくは開発を予定しているサービスも入った戦略図

複合機メールサーバー スキャナー

データガバナンス

監査 /種類の管理者操作ログを取得 改正電帳法対応
電帳法

クラウドストレージで
ドキュメント活用しやすい環境を構築し を加速

保護する 共有する 活用する

情報漏洩対策 上長承認リモートワーク高可用性 . ％ ランサムウェア対策 大容量ファイル 取引先とのコラボ 連携

ホットストレージ

データファイルを効率的に管理することが可能



料金プラン

ランサムウェア対策

ログ保管期間

承認ワークフロー

オンライン編集

管理者の操作ログ

マイボックスのファイル自動削除

ファイル共有（脱 ）

コラボレーション（デジタルワークスペース）

データ統合（クラウド完全移行）

データ活用（ ）

データガバナンス（データの取り扱いを統制）

※

※

※

情報漏洩対策

／ ※

大量の請求書を で瞬時にテキストデータ化
※ ※

災害対策・遠隔地バックアップ ※ ※

保管期間： 年 保管期間： 年 保管期間： 年 保管期間： 年 保管期間： 年

あらゆる国税関係書類を電子保存一元管理！

改正電帳法対応

IT 監査対応オプション

 監査

（サポート付き）
クラウドへのスムーズな移行をサポート

※
生成 で社内文書活用のパラダイムが劇的に変わる!

スタンダード 

, 円／月
ストレージ容量

アドバンスド 

, 円／月
ストレージ容量

ビジネス

円／月,
ストレージ容量

プレミアム

円／月,
ストレージ容量

エンタープライズ

円／月,
ストレージ容量
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お問い合わせ

株式会社ダイレクトクラウド （DirectCloud, Inc.）
〒105-0021 東京都港区東新橋2-12-1 PMO東新橋 7階

開発元

https://directcloud.jp/

ダイレクトクラウド 検索 

販売代理店

ガバナンスに沿ってデータ活用効果を最大化

活用

保護

閲覧者+ 編集者ー

NAS

在宅勤務 社員

デバイス認証

サポート

・プレビュー
・コメント
・アップロード

デバイス認証、 、ダウンロードさせないアクセス権で
データ持ち出しを防ぎ、テレワークの効率化をサポート

・プレビュー
・コメント
・編集
・アップロード

・リンク
・共有

営業部 オペレーター

※ ：ワンタイムパスワード

※

アクセスレベル

機能制限

オーナー
・プレビュー
・コメント
・アップロード
・ダウンロード
・ファイル送信
・コピー/移動/削除

編集者
・プレビュー
・コメント
・アップロード
・ダウンロード
・ファイル送信
・コピー

アップローダー
・アップロード

・リモート接続
・マイボックス
・リンク
・共有

・リンク
・共有

・共有

共有
入力項目 帳票

アップロード

DirectCloud-AI

帳票

約款

データ活用

・全従業員の検閲機能を搭載
・退職者による情報漏洩を防ぐ

退職者現職者

IT 監査に対応

・ ％に匹敵する可用性確保
・緊急時に備えた 対策

大阪リージョン

遠隔地バックアップ

・ランサムウェアの異常な動作を防ぐ
・自動バックアップと復元をサポート

ランサムウェア対策

・ エリアからの持ち出しを制限
・カンタン設定でユーザー利用を管理

・電子透かし・複製防止、遠隔削除
・暗号化したファイルの追跡・制御

機密文書を安全に活用

連携

社内文書

報告書

仕様書説明書

約款
ユーザー

フォルダプロパティ

何でも質問してください。

送信

メッセージを入力してください。

社内、 社外それぞれの共有フォルダ使い分けのポイントについて教えて

フォルダの社内共有と社外共有の使い分けのポイントについて説明します。

・フォルダの内容や文書の性質に基づいて、社内共有と社外共有を使い分けます。
　機密性の高い情報は社内共有に制限し、一般的な情報やプロジェクトの
　進捗状況などは社外共有で共有することができます。

・アクセス権限を適切に管理し、データの機密性やセキュリティを確保します。
　社内共有の場合は、社内の従業員やチームメンバーにのみアクセス権限を与え、
　社外共有の場合は外部の関係者に必要最小限のアクセス権限を与えます。

※ .  定期的にログをエクスポートすることでログの永年保管が可能。
※ .  アプリケーションのみの対応となります。国税関係帳簿には対応していません。 でのデータ移行には対応していません。
※ .  結果の文書属性連携はできません。

（今後対応予定）
※ .  サポート付きプランの利用料金については弊社営業までお問い合わせください。
※ .  利用料金については弊社営業までお問い合わせください。
※ .  バックアップ対象は「マイボックス」「共有」のみとなります。（今後拡張予定）

Microsoft Entra ID

※ウォームストレージ

※（ 連携等）外部サービス連携

企業の垣根を超えた
スムーズな共同作業を

サポート

お客様

協力会社

社

社

詳しくはお問い合わせください

中部テレコミュニケーション株式会社
https://www.ctc.jp/
中部テレコミュニケーション株式会社
https://www.ctc.jp/


